
【福岡県福岡市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 福岡県福岡市

担当課名 教育委員会 指導部 中学校教育課

電話番号 ０９２－７１１－４６３９
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

１．少子化の進展、生徒数の減少にかかわる現状・課題

〇福岡市は、全国的な少子化傾向とは異なり、児童生徒数は横ばいで推移して

おり、当面の間、生徒数に大きな変化はない見込みである。（右図）

→生徒数の減少により存続が厳しい部活動は増えておらず、拠点校方式や合

同部活動を実施する場合、生徒の活動・大会出場機会の減少が懸念される。

２．教員の負担にかかわる現状・課題

〇教員は、競技経験がなくても指導せざるを得なかったり、休日も含めた部活動指

導が求められたりする場合もある。

→教員の働き方改革は急務である。

３．地域クラブの体制を整備する際に予想される課題

〇地域クラブを担う指導員や受け皿の量・質の確保

〇地域クラブが学校施設を使う場合、学校の連絡・調整役及び鍵の管理

〇地域クラブで起こるトラブル（いじめ等）の対応

〇地域クラブの会費（参加料や指導者への謝金等）による保護者の負担

〇学校部活動と地域クラブの指導方針・目的が異なることによる生徒の困惑

児童生徒数の推移

※出典 ： 福岡市教育データブック（令和５年度版）

人口 1640803人 部活動数 921部活

公立中学校数 70校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置しない

公立中学校生徒数 38796人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定しない
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

令和５年 ４月 … 参加希望校調査・決定、委託事業者募集、委託業者選考委員会設置

５月 … 委託事業者提案説明・決定、３者打合せ（参加校、運営事業者、教育委員会）、参加部活動保護者会

６月 … 委託業務開始（令和６年３月３１日まで）、活動視察

７月 … 連絡会開催、部活動意見交換会開催

８月 … 活動視察

 １０月 … 参加者アンケート実施

 １２月 … 連絡会開催

令和６年 ２月 … 参加者アンケート実施

３月 … 連絡会開催、活動視察、部活動意見交換会開催

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（中学校教育課）

〇参加校・部活動及び委託事業者の選定

〇参加校・部活動の顧問及び保護者への説明

〇活動計画及び活動報告の把握

〇活動の視察及び参加者の意見の収集

〇トラブル発生時の対応及び調整

〇部活動意見交換会での報告・提案・調整

福岡市教育委員会

福岡市中学校校長会

福岡市スポーツ協会福岡市中学校体育連盟

福岡市中学校文化連盟

福岡市公民館館長会

情 報 交 換
意 見 交 換

報告・提案・調整
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ２校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 卓球、男子ソフトテニス、サッカー、女子バスケットボール

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

４部活

拠点校名 高取中学校・田隈中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

４部活

地域クラブ活動で実施
した種目

卓球、男子ソフトテニス、
サッカー、女子バスケットボール

運営主体名 リーフラス株式会社

運営類型 民間スポーツ事業者運営型

１か月あたりの平均的な
活動回数

月４回程度

指導者の主な属性 大学生

活動場所 高取中学校・田隈中学校 施設

主な移動手段 徒歩

１人あたりの参加会費等
（年額）

０円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：０円/年

指導者１人あたり：０円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

運営事業者
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

専門的な指導ができる指導員を派遣することによる生徒の活動の質の向上取組事項

実証事業に参加した中学生を対象としたアンケート調査

の結果、ほとんどの回答者が、指導員の専門的な指導に

より、競技への向上心や興味・関心の高まりを実感してい

ることが確認できた。

生徒の活動の質の向上について、専門的な指導は一定

の効果があることがわかった。

取組の
成果

※令和６年２年
アンケート調査
回答者：生徒

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇３者打合せ（学校関係者、運営事業者、教育委員会）

…事前に、事業の目的や日頃の活動内容、顧問の指導方針、生徒の競技力等を共有し、開始後の参加生徒の困惑の軽減を図った。

〇統括責任者と運営補助員の配置

…指導員に対して、統括責任者が監督し、運営補助員が補助する体制で運営し、明確な役割分担による適切な運営を図った。

〇活動報告書の共有、連絡会の開催

…運営事業者が作成した毎回の活動報告書を教育委員会と学校関係者に共有するなどし、活動・指導内容の把握に努めた。

特に
工夫した
事項

〇地域クラブを担う指導員や受け皿の量・質の確保

〇地域クラブで起こるトラブル（いじめ等）の対応

〇学校部活動と地域クラブの指導方針・目的が異なることによる生徒の困惑

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ク：その他の取組

休日の部活動を外部委託することによる顧問を担う教員の負担軽減取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

〇地域クラブが学校施設を使う場合、学校の連絡・調整役及び鍵の管理

（土日のみの地域移行だと教員の負担が解消したとは言えない。）

今後の
課題と
対応方針

取組の
成果

実証事業に参加した学校関係者を対象としたアンケート

調査の結果、ほとんどの回答者が、運営事業者の連携・

対応に満足しており、顧問を担う教員の負担軽減を実感

していることが確認できた。

顧問を担う教員の負担軽減について、部活動の外部委

託は一定の効果があることがわかった。

※令和６年２月
アンケート調査
回答者：学校

〇月あたりの時間外勤務時間の推移（右図）

…実証事業に参加した部活動の顧問８人について、

 開始前後の月あたりの時間外勤務時間の推移を調

 査した。

→ほとんどの顧問の時間外勤務時間が実証事業開始

後に減少している。

顧問 残業時間の増減 顧問 残業時間の増減

A ー37：07 E ー17：13

B ー23：08 F ー18：54

C ＋06：09 G ー03：51

D ー20：05 H ー25：35
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

〇学校へ通知（令和６年１月）
 

⇒その後、学校が必要に応じて、
 生徒、保護者、地域へ周知

【「福岡市の部活動改革」より抜粋】 【実証事業参加者アンケート調査（令和６年２月）の結果】

〇顧問が土日に適切に休めて自分のために使う時間ができた。
〇指導員の専門的なアドバイスが生徒の意欲や技術の向上につながった。
〇運営事業者から学校・保護者へのこまめな連絡により情報共有がスムーズに行われた。
●学校部活動と地域クラブの指導方針・目的が異なることによる生徒への影響が懸念される。
●土日のみの地域移行だと教員の負担が解消したとは言えない。

〇指導員の専門的な技術的指導は、子どもにとってわかりやすく信頼できた。
〇欠席等の連絡方法が簡単だった。 〇活動中の怪我に対する対応に安心できた。
〇教員の負担軽減、生徒への専門的な指導のために進めるべきだと思う。
●そもそも学校部活動と地域クラブでは保護者が期待するものが異なる。
※会費の保護者負担については、37％が1000円、30％が無料が適正であると回答した。

回答者：学校関係者 肯定的回答 否定的回答

①教員の負担は軽減されたか。 ７３％ ２７％

②生徒の様子や取組に変化はあったか。 ６４％ ３６％

③運営事業者の連携・対応に満足したか。 ８０％ ２０％

④指導員の指導に満足したか。 ６４％ ３６％

回答者：保護者 肯定的回答 否定的回答

⑤子どもの様子や取組に変化はあったか。 ４５％ ５５％

⑥運営事業者の連絡・対応に満足したか。 ８６％ １４％

⑦地域クラブ活動への移行を進めるべきか。 ９２％ ８％

回答者：生徒 肯定的回答 否定的回答

⑧もっと上達したいと思うようになったか。 ９５％ ５％

⑨真剣に取り組むようになったか。 ９６％ ４％

⑩競技が楽しくて好きになったか。 ９２％ ８％
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【卓球】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【男子ソフトテニス】

【サッカー】 【女子バスケットボール】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度以降

福岡市教育委員会 部活動改革スケジュール（案）

当
面
の
間
は
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
を
推
進

部活動支援事業
地域人材を活用し、生徒の活動の質の向上と充実と教員の負担軽減、学校の働き方改革を推進

部活動指導員 110人 222人 292人
増員 増員 適切な配置を推進

部活動支援員 290人 348人 348人

休日部活動地域移行のモデル事業
休日の部活動運営を民間委託し、
必要性や課題の整理・検証

参加校 １校 ２校
競   技 ２競技  ４競技

                       継続・拡大
卓球       卓球

   男子ソフトテニス             男子ソフトテニス
         サッカー

         女子バスケットボール

事業の成果をまとめ、複数の道筋や多様な方法から、
福岡市の実情に応じた部活動の在り方を検討

生徒数が減少した学校や
部員数が減少した競技については
必要に応じて「合同部活動」を実施

「福岡市の部活動改革」
作成・公開

人材バンクの設置
地域の大学等と連携して部活動指導員（支援員）の候補者を確保し、学校の要望に応じてマッチング

協議会の設置
福岡市の実情に応じた部活動改革を協議
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